
参考様式B5（自己評価等関係）

～ 2026年　7月　15日

（対象者数） 49 （回答者数） 22

～
2026年　7月　15日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・個々の特性の理解を深め、それぞれに必要な支援を

行うために、積極的に外部講師を招いたり、専門的な

知識を深めるための研修会へ積極的に参加し、研修の

充実を図る。

2

・整理整頓の頻度、方法を見直す事で、より清潔で

快適な環境の維持を目指す。

・ご利用者様の実態に応じ、個々の特性を理解し、ご

利用者様に合った環境整備を心がける。

3

・土日祝日だからこそ可能な、お出掛けや療育方法

を増やして行けるよう情報収集に努める。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・少しだけ遠めの外部施設まで情報収集範囲を拡大さ

せて、情報収集に努める。

・早い時期に現地確認などを行い、計画に費やす時間

を確保する。

2

・通信やインスタグラムなどで活動内容の情報発信に

努める。

・同じ曜日ばかりに避難訓練の実施が行われないよう

に設定する。

・消防署と連携し消火訓練も行う。

3

○事業所名 児童発達支援　放課後等デイサービス　ｎａｎｏｈａｎａ

○保護者評価実施期間
2026年　6月　16日

○保護者評価有効回答数

2026年　6月　16日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　7月　29日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・夏休みの長期期間中に、プールなどの水遊びを行いた

いが、プールを設置する場所や日よけになるものを設置

する場所が確保できない。

・水遊びが大好きな児童が大勢いるにも関わらず、酷暑

という事もあり、熱中症を避ける対策が必要で、プール

を実施するにも、避暑スペースも必要であると考えるた

め、実施する事が難しい。

・避難訓練の周知できていない。 ・毎月活動スケジュールを配布して周知しているが、年

に複数回の実施で参加できる利用者様が限られるため。

・職員のほぼ全員が児童指導員の資格を有する者で

療育を行っている。

・毎朝、連絡帳を元にミーティングを行い、職員間の情報連携

を取る事で、健康変化を一早く察知したり、児童の状態に応じ

た療育を柔軟に実施している。

・製作、運動遊び、おやつレク、調理レク、お出かけレクなど

様々なレクリエーション活動を提供し、その中で個々の特性に

応じて取り組み方法を工夫している。

・清潔で安全生活空間があり、個々の特性に合わせて

様々なスペースでのびのびと過ごすことが出来る。

・毎日の掃除、整理整頓を行い、清潔保持に努め、毎日

気持ちよく利用がスタートできるようにしている。定期

的に壁面かざりを掲示したり、子ども達の作品を掲示し

たりしてアットホームな雰囲気を作れるよう心がけてい

る。

・年末年始以外の日曜日・祝日を開所している事で

ご利用者様ご家族のご負担を軽減させて頂いている

・土日祝日の追加利用希望に関しては、事情があるもの

と思い、ほぼご希望通りに対応させて頂いている。

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表


